
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
スラブ上に所定間隔を有して複数本複数列に亘って立設された支持脚上に、熱源機器によ
り生成された冷・温水を通水する冷温水パイプを前記各列に跨って波形状に連続するよう
屈曲して保持する長尺状の伝熱板が固定されると共に、該伝熱板上に、断面逆凹状をした
短尺のカバー板が複数枚接合して被冠され、且つ該各カバー板の両側に、該カバー板と同
一長さの放冷・放熱作用を有するパネルボードを複数枚接合して連設し、更に前記伝熱板
、カバー板およびパネルボードを支持脚の上面に締付けボルトで緊締固定して床パネルを
形成し、更に、前記スラブと該床パネル間に空気調和機で生成された冷・温風の空調エア
の通気空間、およびコードの配設空間を兼ねた空間部を設けたことを特徴とする床輻射お
よび空調冷暖房装置における床パネル装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、冷温水を用いた床輻射冷暖房装置と、冷温風を用いた床吹出し空調冷暖房装置
との組合せによる冷暖房装置において、上方に冷温水を送水する冷温水パイプを装着固定
すると共に、下方に冷温風を送気できる送気通路を備え、併せて該送気通路にコンピュー
ター、コピー機、電話機あるいはファクシミリ等の事務機器の電源用および配線用のコー
ドを整理して配設することができる床輻射および空調冷暖房装置における床パネル装置に
関するものである。
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【０００２】
【従来の技術】
従来、冷水および温水を生成する冷温水発生機よりの冷水または温水を、床パネルの下面
に、モルタル等の熱伝導率の高い被覆材に被覆されて配設された冷温水パイプに送水して
、床輻射により室内を冷暖房する床輻射冷暖房装置と、冷風および温風を生成する空気調
和機よりの冷風または温風を、前記床パネルの下面の送気通路に送気して、室内の端縁部
の床パネルに開口された吹出し口より前記室内に送風して、冷風および温風により室内を
冷暖房する床吹出し空調冷暖房装置との組合せによる冷暖房装置に使用する床パネル装置
は、特許第２６０２１９４号公報に開示されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、前記従来の冷暖房装置に使用する床パネル装置は、冷温水パイプと床パネ
ル間に被覆材が充填されて両者が一体に固定され、該床パネルを開放することができない
ため、冷温水パイプの点検や交換ができず、また前記床パネルの下面に電話機、パソコン
等の事務機器の電源用および配線用のコードを配設するということができないという課題
があった。
【０００４】
本発明は、前記課題を解決すべくなされたもので、床パネルの開閉を可能とすることによ
り、冷温水パイプの点検や交換が簡単にでき、且つ該冷温水パイプに通水される冷・温水
により床パネルを冷却・加温して床輻射によって室内を冷・暖房すると共に、床パネルの
下面に空間部に冷却・加温された空気を送気して、吹出口から該空気を室内に送気して室
内を冷・暖房することができ、更に前記空間部に電話機、パソコン等の事務機器の電源用
および配線用のコードを配設することができる床輻射および空調冷暖房装置における床パ
ネル装置を提供しようとするものである。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明は、スラブ上に所定間隔を有して複数本複数列に亘って立設された支持脚上に、熱
源機器により生成された冷・温水を通水する冷温水パイプを前記各列に跨って波形状に連
続するよう屈曲して保持する長尺状の伝熱板が固定されると共に、該伝熱板上に、断面逆
凹状をした短尺のカバー板が複数枚接合して被冠され、且つ該各カバー板の両側に、該カ
バー板と同一長さの放冷・放熱作用を有するパネルボードを複数枚接合して連設し、更に
前記伝熱板、カバー板およびパネルボードを支持脚の上面に締付けボルトで緊締固定して
床パネルを形成し、更に、前記スラブと該床パネル間に空気調和機で生成された冷・温風
の空調エアの通気空間、およびコードの配設空間を兼ねた空間部を設けるという手段を採
用することにより、上記課題を解決した。
【０００６】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明するに、本発明床輻射および空調冷暖房
装置における床パネル装置は、スラブ１上に所定間隔を有して複数本複数列に亘って立設
された支持脚２上に、冷・温水を通水する冷温水パイプ３を前記各列に跨って波形状に連
続するよう屈曲して保持する長尺状の伝熱板４が固定されると共に、該伝熱板４上に、断
面逆凹状をした短尺のカバー板５が複数枚接合して被冠され、且つ該各カバー板５の両側
に、該カバー板５と同一長さの放冷・放熱作用を有するパネルボード６を複数枚接合して
連設し、更に前記伝熱板４、カバー板５およびパネルボード６を支持脚２の上面に締付け
ボルト７で緊締固定して床パネルＰを形成し、更に、前記スラブ１と該床パネルＰ間に冷
・温風の空調エアの通気空間、および電話機、パソコン等の事務機器の電源用および配線
用コードの配設空間を兼ねた空間部８を設けて形成されている。
【０００７】
前記伝熱板４は、特に限定する必要はないが、熱伝導率のよい金属板、好ましくはアルミ
ニウム板により形成されることが推奨される。すなわち、伝熱板４は、長尺状のアルミニ
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ウム板の長手方向外方側に水平な伝熱片９を設けると共に、該伝熱片９に連なる内方側に
前記冷温水パイプ３を上方より挟持することのできるよう下面に小巾の開口部１０を備え
た断面略環状の挟持部１１を突設し、更に該挟持部１１の内方側端部に水平な小巾の延長
片１２を突設して形成されている。
【０００８】
一方、スラブ１上に立設されて、上方に前記伝熱板４、カバー板５およびパネルボード６
を固定する支持脚２は、支柱１３の下端に、前記スラブ１上に設置する巾広の底板１４を
固定すると共に、該支柱１３の上端に、前記伝熱板４およびカバー板５、並びに該カバー
板５の両側にそれぞれ位置するパネルボード６の各端部を一体に固定する方形状の保持板
１５が固定され、更に該保持板１５の保持力を補強するために、前記支柱１３の上方部周
面と前記保持板１５の底面間に椀状の補強板１６が連結固定されて形成されている。
【０００９】
前記スラブ１上に複数本複数列に亘って設置された支持脚２の各保持板１５上に、挟持部
１１に前記冷温水パイプ３をそれぞれ挟持した伝熱板４が、左右対称に２本ずつ支架され
てリベット等の固定方法（図示せず）により固定され、更に該各伝熱板４上にはその全長
に亘って、短尺の金属板により水平板１７の両側に垂直片１８を垂設すると共に、前記水
平板１７の両側にフランジ１９を突設して略断面逆凹状に形成されたカバー板５を複数枚
接合して被冠する。
【００１０】
更に、本発明においては、冷暖房効率を高めるには、冷・温水の通水量を多くする必要が
ある。そのため、長い冷温水パイプ３を使用する必要があるので、前記伝熱板４の各端縁
部において、該各冷温水パイプ３は屈曲され (図８ )、次列の伝熱板４の挟持部１１に挟持
され、以下前記屈曲を繰返して波形状に連続して各伝熱板４に挟持される。
【００１１】
一方、前記カバー板５の上方部両側に接合されるパネルボード６は、熱伝導率のよい金属
板、好ましくはアルミニウム板より成る上面板２０の周縁部に、断面凹状をした熱伝導率
のよい金属板、好ましくはアルミニウム板より成る下面板２１の周縁部を一体に固定して
、周縁にフランジ２２を突設し、更に、前記下面板２１に複数個複数列に亘って多数の半
球状の凹部２３を凹設して、該各凹部２３の頂面と前記上面板２０との接合部に小孔２４
を穿設すると共に、前記凹部２３の背面と上面板２０の下面とで多数の空隙部２５を設け
て、前記カバー板５と同一長さ・同一高さで方形状に形成されている。
【００１２】
前記構成より成る伝熱板４は、挟持部１１に冷温水パイプ３を挟持すると共に、前記支持
脚２の各保持板１５上に左右対称に２本ずつ支架固定されるが、該伝熱板４の延長片１２
および挟持部１１の上面部と後述するパネルボード６が端部に載置される部分を除いた伝
熱片９の上面部に断熱材２６を被覆して、冷温水パイプ３からの冷・暖気が伝熱片９を介
して、該伝熱片９上に接しているパネルボード６の下面板２１へ伝導して空隙部２５内の
空気を冷却または加温して、更に上面板２０に効率よく伝導するようにすると共に、下方
の空間部８の空気を冷却または加温するよう形成されている。
【００１３】
前記伝熱板４、カバー板５およびパネルボード６は、図１に示すように、該各カバー板５
の両側に各パネルボード６の各端縁部をそれぞれ接合して、カバー板５、パネルボード６
および伝熱板４を支持脚２の保持板１５に一体に固定して、スラブ１上に通気および配線
用の空間部８を設けて、所要巾の床パネルＰを形成するのである。
【００１４】
前記伝熱板４、カバー板５およびパネルボード６の支持脚２の保持板１５への固定方法は
、特に限定する必要はないが、好ましくは図６・図７に示すようにして固定することが推
奨される。
【００１５】
すなわち、図２・図４に示すように、カバー板５およびパネルボード６の各４つの隅角部
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における各フランジ１９・２２に１／４円状の落込み段部２７・２８をそれぞれ設けると
共に、該各段部２７・２８の各隅角部を１／４円状に切り欠いて切欠部２９・３０がそれ
ぞれ設けられている。そして、前記各支持脚２の保持板１５の中央部上に、前記カバー板
５の各接合部中央が位置するようにして、該各支持脚２を等間隔で複数列に亘ってスラブ
１上に立設固定し、且つ該各支持脚２の保持板１５上に冷温水パイプ３をそれぞれ挟持し
た伝熱板４を２本左右対称に複数列に亘って支架する。
【００１６】
更に、前記伝熱板４上の全長に亘って、カバー板５を複数枚接合して載置すると共に、互
いに相隣れる列の各伝熱板４の伝熱片９上の前記断熱材２６を被覆していない端面部に、
パネルボード６の下面板２１の両側部に位置する平面部２１ａを載置し、前記カバー板５
およびパネルボード６の各２枚ずつの各隅角部における突き合せ部の落込み段部２７・２
８の形状が全体として円状凹部３１を形成するようにすると共に、前記各切欠部２９・３
０の形状が全体として円形孔３２を形成するようにして、該円形孔３２を前記締付けボル
ト７のガイド孔とする。
【００１７】
そして、前記円状凹部３１内に、中央に締付けボルト７の頭部が没入する凹欠部３３を備
え、且つ該凹欠部３３中央に前記締付けボルト７の挿入孔３４を貫通した前記円状凹部３
１の深さと同一肉厚を有する円状の座板３５を嵌合して、該座板３５の挿入孔３４に締付
けボルト７を貫挿して、その先端を伝熱板４の伝熱片９および保持板１５にそれぞれ貫通
された螺挿孔３６に螺挿して、カバー板５、伝熱板４およびパネルボード６が支持脚２の
保持板１５に一体に固定されるのである。
【００１８】
前記カバー板５およびパネルボード６を、複数枚複数列に亘ってスラブ１上に設置された
支持脚２の保持板１５上に、２枚ずつ複数列に亘って配設された伝熱板４と共に、該保持
板１５上に複数枚接合して固定することにより、スラブ１との間に空間部８を有する床パ
ネルＰが設置される。そして、前記床パネルＰ上には、フロアカーペット等の床材３７が
敷設される。
【００１９】
前記床パネルＰ下面の空間部８は、後述する空気調和機５１および熱源機器５４による冷
却または暖房された空気の送気通路となると共に、事務機器用の電源用または配線用コー
ドＣの配線通路となり、必要に応じて、前記床材３６をはがして、締付けボルト７を取外
すことにより、所定個所のパネルボード６を開放して冷温水パイプ３やコードＣの点検や
補修等をすることができる。
【００２０】
図５は、パネルボード６の他の実施の形態を示す断面図であり、図３に示すものが空隙部
２５内には何等充填されていないが、図４に示すものは蓄冷・蓄熱作用を有するコンクリ
ート等の充填材３８を充填したものである。図３に示すパネルボード６よりも図４に示す
充填材３８を充填したパネルボード６を使用した方が、当然ながら電力の消費量が少なく
、且つ冷暖房効率がよい。
【００２１】
図８は、本発明床パネル装置を用いた冷暖房装置の一例を示す概略斜視図であり、床パネ
ルＰを装置した室内Ｒの端部には、空間部８より冷・温風を室内Ｒに送気する吹出口５０
が開口されると共に、壁面Ｗの上方部には、空気調和機５１へ室内Ｒの空気を吸気する還
気口５２が設けられ、更に前記空気調和機５１はここで生成された冷・温風を床パネルＰ
の空間部８に送気するマニホールド５３に連結されている。また、前記床パネルＰに装着
された冷温水パイプ３は、室外に設置された熱源機器５４に接続されている。
【００２２】
また、図９は前記本発明床パネル装置を用いた冷暖房装置の一例における配管系統図であ
り、図中ＨＳが温水供給管、ＨＲが温水回収管、ＣＳが冷水供給管、ＣＲが冷水回収管で
あり、これらはいずれも熱源機器５４に連結されている。
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【００２３】
基端部（供給側）が熱源機器５４に連結された温水供給管ＨＳは、その先方部において温
水供給枝管ＨＳ１・ＨＳ２に分岐し、一方の温水供給枝管ＨＳ１は空気調和機５１の加熱
コイルＨＣに連結され、且つ前記他方の温水供給枝管ＨＳ２は、合流供給管ＪＰ１を介し
て床パネルＰの冷温水パイプ３の入口部に連結されている。
【００２４】
基端部（供給側）が熱源機器５４に連結された冷水供給管ＣＳは、その先方部において冷
水供給枝管ＣＳ１・ＣＳ２に分岐し、一方の冷水供給枝管ＣＳ１は空気調和機５１の冷却
コイルＣＣに連結され、且つ前記他方の冷水供給枝管ＣＳ２は、合流供給管ＪＰ１を介し
て床パネルＰの冷温水パイプ３の入口部に連結されている。
【００２５】
基端部（回収側）が熱源機器５４に連結された温水回収管ＨＲは、その先方部において前
記空気調和機５１の加熱コイルＨＣに連結された温水回収枝管ＨＲ１と、前記床パネルＰ
の冷温水パイプ３の出口部に連結された合流回収管ＪＰ２から分岐した冷水回収技管ＣＲ
２とが連結されている。
【００２６】
基端部（回収側）が熱源機器５４に連結された冷水回収管ＣＲは、その先方部において前
記空気調和機５１の冷却コイルＣＣに連結された冷水回収枝管ＣＲ１と、前記床パネルＰ
の冷温水パイプ３の出口部に連結された合流回収管ＪＰ２から分岐した冷水回収技管ＣＲ
２とが連結されている。
【００２７】
また、前記冷水供給枝管ＣＳ１と冷水回収枝管ＣＲ１とは、空気調和機５１の手前におい
て第１三方弁Ｖ１を介して第１バイパスＢＹ１で連結されていると共に、前記温水供給枝
管ＨＳ１と温水回収枝管ＨＲ１とは、空気調和機５１の手前において第２三方弁Ｖ２を介
して第２バイパスＢＹ２で連結されている。
【００２８】
更に、前記合流供給管ＪＰ１と合流回収管ＪＰ２とは、冷温水パイプ３の手前において第
３三方弁Ｖ３を介して第３バイパスＢＹ３で連結されている。
【００２９】
また、図中５５は温水回収管ＨＲに設けられた温水ポンプ、５６は冷水回収管ＣＲに設け
られた冷水ポンプである。
【００３０】
また更に、図中５７は冷却塔であり、前記熱源機器５４に連結された冷水供給管ＣＳの中
間部には、熱源機器５４から冷却水を供給する第１の冷却水供給管ＦＳ１が連結され、且
つ該冷却水供給管ＦＳ１の中間部には、冷却塔５７へ熱源機器５４よりの冷却水を回収す
る冷却水回収管ＦＲが連結されている。そして、前記冷却塔５７には、第２の冷却水供給
管ＦＳ２の基端部が連結されると共に、該第２の冷却水供給管ＦＳ２の先端部が前記冷却
水回収管ＣＲに連結され、且つ前記第２の冷却水供給管ＦＳ２の中間部が、熱源機器５４
に循環パイプＲＰを介して連結されている。なお、図中５８は第２の冷却水供給管ＦＳ２
に設けられた冷却水ポンプである。
【００３１】
次に、前記本発明床パネル装置を用いた冷暖房装置の一例の作用について説明する。室内
Ｒを暖房する場合は、先ず熱源機器５４により生成された温水を、温水供給管ＨＳから温
水供給枝管ＨＳ１を経て空気調和機５１の加熱コイルＨＣに送水して、該空気調和機５１
によって生成された温風をマニホールド５３を介して床パネルＰの空間部８に送気して、
該空間部８上に配設された各パネルボード６の下面板２１を加温して上面板２０に伝導し
、且つ各半球状の凹部２２の上方に穿設された各小孔２４より温風を上方へ送気して、床
パネルＰを構成するパネルボード６を加温して、該加温された暖気を前記パネルボード６
上に敷設された床材３７に伝導して室内Ｒを暖めると共に、床パネルＰに設けられた吹出
口５０より室内Ｒに送気して室内Ｒを暖める。そして、前記室内Ｒを暖めた後の空気は、
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壁面Ｗに設けられた還気口５２を通して空気調和機５１に還流して加熱され、再びマニホ
ールド５３を介して床パネルＰに送気される一方、前記空気調和機５１の加熱コイルＨＣ
から不要となった温水は、温水回収枝管ＨＲ１を経て温水回収管ＨＲから熱源機器５４に
回収され、再び加熱され、温水供給管ＨＳから空気調和機５１および床パネルＰの冷温水
パイプ３へ送水され、循環使用されて室内Ｒを暖房する。
【００３２】
更に、熱源機器５４により生成された温水は、温水供給管ＨＳから温水供給枝管ＨＳ２を
経て冷温水パイプ３に流れ込み、床パネル３に屈曲して配設された冷温水パイプ３内を流
動することにより冷温水パイプ３が加熱されて、伝熱板４およびパネルボード６に熱伝導
して床全体を暖めて、室内Ｒに暖気を均一に放射して暖房すると共に、該パネルボード６
の熱気を下方の空間部８において流通する前記温風に伝導し、更に加温することができる
。そして、前記使用後の温水は、冷温水パイプ３の出口側より合流回収管ＪＰ２および温
水回収枝管ＨＲ２を経て温水回収管ＨＲから熱源機器５４に回収され、再び加熱され、温
水回収管ＨＳから再び空気調和機５１および床パネルＰの冷温水パイプ３へ送水され、循
環使用されて室内Ｒを暖房する。なお、前記各パネルボード６の空隙部２５内に蓄冷・蓄
熱作用を有する充填材３８が充填されていると、該充填材３８が加温されて蓄熱すること
により、該パネルボード６からの放熱が継続し、電力の消費を抑制することかできる。
【００３３】
室内Ｒの温度が設定以上に達したときは、それを図示していないサーモスタットが検知し
、サーモスタットの制御信号を第１三方弁Ｖ１および第３三方弁Ｖ３が受けて、空気調和
機５１および床パネルＰの冷温水パイプ３への温水供給の停止または流量を制御して室温
の上昇を阻止する。
【００３４】
そして、逆に室内Ｒを冷房する場合、先ず熱源機器５４により生成された冷水を、冷水供
給管ＣＳから冷水供給枝管ＣＳ１を経て空気調和機５１の冷却コイルＣＣに送水して、該
空気調和機５１によって生成された冷風をマニホールド５３を介して床パネルＰの空間部
８に送気して、該空間部８上に配設された各パネルボード６の下面板２１を冷却して上面
板２０に伝導し、且つ各半球状の凹部２３の上方に穿設された各小孔２４より冷風を上方
へ送気して、床パネルＰを構成する伝熱板４およびパネルボード６を冷却して、該冷却さ
れた冷気を前記パネルボード６上に敷設された床材３７に伝導して室内Ｒを冷却すると共
に、該床パネルＰに設けられた吹出口５０より室内Ｒに送気して室内Ｒを冷却する。そし
て、前記室内Ｒを冷却した後の空気は壁面Ｗに設けられた還気口５２を通して空気調和機
５１に還流して冷却され、再びマニホールド５３を介して床パネルＰに送気される一方、
前記空気調和機５１の冷却コイルＣＣから不要となった冷水は、冷水回収枝管ＣＲ１を経
て冷水回収管ＣＲから熱源機器５４に回収され、再び冷却され、冷水供給管ＣＳから空気
調和機５１および床パネルＰの冷温水パイプ３へ送水され、循環使用されて室内Ｒを冷房
する。
【００３５】
更に、熱源機器５４により生成された冷水は、冷水供給管ＣＳから冷水供給枝管ＣＳ２を
経て冷温水パイプ３に流れ込み、床パネル３に屈曲して配設された冷温水パイプ３内を流
動することにより冷温水パイプ３が冷却されて、伝熱板４およびパネルボード６に冷気が
伝導して床全体を冷やし、室内Ｒに冷気を均一に放射して冷房すると共に、該パネルボー
ド６の冷気を下方の空間部８において流通する前記冷風に伝導し、更に冷却することがで
きる。そして、前記使用後の冷水は、冷温水パイプ３の出口側より合流回収管ＪＰ２およ
び冷水回収枝管ＣＲ２を経て冷水回収管ＣＲから熱源機器５４に回収され、再び冷却され
、冷水回収管ＣＳから再び空気調和機５１および床パネルＰの冷温水パイプ３へ送水され
、循環使用されて室内Ｒを冷房する。なお、前記各パネルボード６の空隙部２５内に蓄冷
・蓄熱作用を有する充填材３８が充填されていると、該充填材３８が冷却されて蓄冷する
ことにより、該パネルボード６からの放冷が継続し、電力の消費を抑制することかできる
。
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【００３６】
室内Ｒの温度が設定以上、または以下に達したときは、それを図示していないサーモスタ
ットが検知し、サーモスタットの制御信号を第２三方弁Ｖ２および第３三方弁Ｖ３が受け
て、空気調和機５１および床パネルＰの冷温水パイプ３への冷水供給の停止または流量を
制御して室温の下降を阻止する。
【００３７】
春季や秋季の中間期の冷房負荷の低いときは、冷却塔５７よりの冷却水を空気調和機５１
の冷水コイルＣＣへ循環させて、冷却塔５７のみの冷却水によって前記冷水コイルＣＣを
冷却せしめて熱源機器５４の無駄な使用をなくすことができる。また、熱源機器５４で生
成された冷却水を、第１の冷却水供給管ＦＳ１を経て冷却水回収管ＦＲから冷却塔５７へ
送水して冷却し、該冷却塔で冷却された冷却水を第２の冷却水供給管ＦＳ２、循環パイプ
ＲＰを介して熱源機器５４へ送水して循環せしめ、冷却水の温度を所定温度に保持してい
る。更に、冷水コイルＣＣを冷水で冷却した後、冷水回収管ＣＲに流れる昇温した冷水の
温度が高い場合は、前記第２の冷却水供給管ＦＳ２を介して冷却水を冷水回収管ＣＲに流
し込んで、前記昇温した冷水の温度を降下せしめることができる。
【００３８】
【発明の効果】
本発明は上述のようであるから、任意の場所のパネルボードが自由に取外せるので、冷温
水パイプの点検や交換が簡単にできると共に、空間部に事務機器の電源用および配線用の
コードを配設することができる。また、パネルボードが冷却または加温されて、該パネル
ボードから伝熱板に屈曲して装着固定された冷温水パイプを流れる冷・温水により冷・暖
気が、前記パネルボードから室内に均一に放射されると共に、冷・温水は熱源機器に戻っ
て循環し、更に空気調和機よりの冷風または温風が空間部を通過するとき、前記パネルボ
ードの下面部に触れて冷風または温風を更に冷却または加温すると共に、冷・暖風が床に
ある吹出口から室内に放出され、そして還気口から空気調和機に戻って循環するというこ
とを繰り返すことにより、室内は床輻射冷暖房装置と床吹出し空調装置という輻射と対流
の２つの装置を組合わされて、極めてソフトで自然な快適性を有する冷暖房効果が得られ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明床輻射および空調冷暖房装置における床パネル装置の要部の縦断面図であ
る。
【図２】本発明床輻射および空調冷暖房装置における床パネル装置に使用するパネルボー
ドの斜視図である。
【図３】同パネルボードの一部の縦断面図である。
【図４】本発明床輻射および空調冷暖房装置における床パネル装置に使用するカバー板の
斜視図である。
【図５】同他の実施の形態を示すパネルボードの一部の縦断面図である。
【図６】本発明床輻射および空調冷暖房装置における床パネル装置におけるパネルボード
とカバー板の取付け状態を示す斜視図である。
【図７】本発明床輻射および空調冷暖房装置における床パネル装置を一部を切り欠いて示
す平面図である。
【図８】本発明床輻射および空調冷暖房装置における床パネル装置の使用状態を示す概略
斜視図である。
【図９】本発明床輻射および空調冷暖房装置における床パネル装置の配管系統図である。
【符号の説明】
Ｐ　床パネル、　Ｃ　コード、　１  スラブ、　２　支持脚、　３　冷温水パイプ、　４
　伝熱板、　５　カバー板、６　パネルボード、　８　空間部、　５１空気調和機、　５
４　熱源機器。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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